
会
議
は
橋
本
副
執
行
委
員
長
の

司
会
で
開
催
さ
れ
、
太
田
執
行
委

員
長
の
挨
拶
後
、
大
沼
書
記
長
よ

り
今
会
議
の
目
的
と
趣
旨
が
提
起

さ
れ
た
。

そ
の
要
旨
は
、

①
昨
年
４
月
、
尼
崎
線
で
の
事
故

以
降
、
羽
越
線
、
伯
備
線
の
事
故

が
立
て
続
け
に
発
生
し
、
首
都
圏
の

輸
送
障
害
は
社
会
問
題
化
し
て
お

り
運
輸
局
・
国
交
省
か
ら
警
告
を

受
け
て
い
る
。
支
社
内
で
も
感
電
死

亡
が
２
件
、
８
月
に
は
幹
総
で
労
災

死
亡
が
起
き
て
い
る
。
合
理
化
に
起

因
す
る
事
故
で
あ
り
、
会
社
指
導
の

原
因
究
明
や
対
策
は
働
く
側
の
視

点
に
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

②
こ
の
間
、
地
本
は
事
故
や
事
象
、

そ
の
他
問
題
点
を
関
係
分
会
や
職

協
レ
ベ
ル
で
提
起
・議
論
し
、
原
因
究

明
と
対
策
要
求
を
申
し
入
れ
、
団

交
を
行
っ
て
き
た
。
結
果
、
一
定
の

運
動
の
前
進
や
改
善
は
見
ら
れ
た

が
、
専
門
特
化
す
る
業
務
や
環
境

の
変
化
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
研
究

が
求
め
ら
れ
る
。

③
具
体
的
に
は
（１
）
４
月
２
５
日
の

安
全
問
題
を
検
証
す
る
日
の
取
組

み
を
計
画
実
施
す
る
（
２
）
会
議
を

定
例
で
招
集
す
る
（３
）各
職
協
・職

場
の
課
題
を
集
約
し
、
改
善
に
向

け
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
る
（４
）

要
求
は
業
務
部
で
ま
と
め
団
交
開

催
を
求
め
る
、
と
い
っ
た
も
の
。

安
プ
ロ
の
体
制
は
橋
本
副
委
員
長

を
座
長
に
据
え
、
事
務
局
に
五
十

嵐
業
務
部
長
、
委
員
と
し
て
大
沼

書
記
長
、
武
田
教
宣
部
長
、
各
支

部
か
ら
の
代
表
者
及
び
各
職
協
の

代
表
者
で
構
成
す
る
案
が
提
起
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

当
面
す
る
活
動
計
画
と
し
て
は
、

①
ア
ク
セ
ス
鉄
道
ワ
ン
マ
ン
問
題
で
の

研
究
と
運
動
②
設
備
職
場
に
お
け

る
労
働
者
の
た
め
の
保
安
体
制
作

り
③
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ
問
題
の

解
決
④
幹
総
の
労
災
死
亡
事
故
、

の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
つ
い
て
の
議
論
の
経
過
や
問

題
点
、
運
動
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
、
各
委
員
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

特
に
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
つ
い
て
は
報
道

（
河
北
新
報
）
か
ら
安
全
面
で
の
懸

念
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
徹
底
的
な
議

論
と
研
究
、
そ
し
て
県
議
会
や
住

民
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
が
求
め
ら

れ
そ
う
だ
。
ま
た
郡
山
工
場
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ

問
題
で
は
、
ま
ず
使
用
す
る
も
の
が

危
険
性
を
認
知
し
よ
う
と
、
車
体

化
分
会
で
の
「危
険
作
業
と
改
善
の

取
組
み
」が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は

そ
の
根
本
原
因
は
Ｎ
Ｆ
２
１
・メ
ン
近

Ⅲ
な
ど
の
合
理
化
施
策
で
あ
る
と
捉

え
、
単
に
一
事
象
・
一
過
性
の
問
題

で
は
な
い
と
指
摘
、
ま
た
会
社
に
よ

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
誇
大
報
告
も

合
わ
せ
て
暴
露
、
紹
介
さ
れ
た
。
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地本・支部・職協が一体となって

地
方
本
部
は
１
０
月
７
日
、
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
安
プ
ロ
）

会
議
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
間
の
会
社
別
、
地
方
・
首
都
圏
別
、

旅
客
・
労
働
者
を
問
わ
ず
発
生
し
続
け
て
い
る
死
傷
事
故
や
輸
送
障
害

事
故
に
鑑
み
、
地
方
本
部
・
各
職
能
別
協
議
会
・
各
支
部
が
合
同
で
定

期
的
に
会
議
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
を
集
約
し
、
問
題

の
共
有
化
と
課
題
の
克
服
、
運
動
の
前
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

９
月
３
０
日
〜
１
０
月
１
日
に
か

け
て
、
工
務
協
議
会
恒
例
の
芋
煮

交
流
会
が
山
形
県
舟
形
町
の
若

鮎
温
泉
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
川
前
議
長
と
遊
佐
議

長
が
夫
婦
で
参
加
し
、
ま
た
エ
リ
ア

工
務
協
か
ら
大
津
事
務
長
、
地
本

か
ら
橋
本
副
委
員
長
、
原
田
山
形

県
支
部
委
員
長
、
本
部
か
ら
佐
藤

委
員
長
も
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

交
流
会
に
先
立
っ
て
学
習
会
も
開

催
さ
れ
、
佐
藤
本
部
委
員
長
か
ら

現
状
報
告
を
も
ら
っ
た
後
、
職
場
の

問
題
点
を
出
し
合
い
認
識
を
深
め

会
い
ま
し
た
。
各
地
区
共
通
で
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
①
Ｍ
Ｔ
Ｔ
の
エ
リ
ア

変
更
で
移
動
範
囲
の
遠
距
離
化
②

要
員
不
足
に
よ
る
休
日
出
勤
と
連

夜
作
業
の
増
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
山

形
で
は
業
務
の
融
合
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
な
ど
出
向
発
令
時
の
業
務
内

容
が
反
故
に
さ
れ
て
い
る
実
態
も
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
試
験
の
合
格
率

が
昨
年
に
比
較
し
て
非
常
に
悪
い
結

果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め

に
、
工
務
協
が
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘

す
る
こ
と
を
確
認
し

て
、
メ
イ
ン
の
い
も
煮

交
流
会
に
突
入
し
ま

し
た
。
ご
当
地
新
庄
連
合
分
会
が

準
備
し
た
い
も
煮
と
き
り
た
ん
ぽ
鍋
、

舞
茸
ご
飯
に
う
ど
ん
、
鮎
の
塩
焼
き

と
み
そ
田
楽
、
ま
た
仙
台
保
線
区
分

会
が
鰹
・秋
刀
魚
・
イ
カ
の
刺
身
を

振
る
舞
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
各
県
の

地
酒
や
焼
酎
が
持
ち
込
ま
れ
、
料

理
と
酒
を
大
い
に
楽
し
み
、
来
年
の

交
流
会
を
福
島
で
開
催
す
る
事
を

決
し
、
記
念
撮
影
で
終
了
し
ま
し
た
。

第
十
一
回
国
労
東
日

本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
迫

る
！毎

年
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン

（
皇
居
外
周
）
大
会
が
開
催

間
近
と
な
り
ま
し
た
。
開
催

十
一
回
を
数
え
、
国
労
東
日

本
恒
例
行
事
の
「
顔
」
と
し

て
定
着
し
て
お
り
、
家
族
も

交
え
今
年
も
白
熱
し
た
闘
い

が
展
開
さ
れ
る
模
様
で
す
。

足
が
自
慢
の
貴
方
！
是
非
参

加
し
て
韋
駄
天
振
り
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

会社は必要な要員を配置しろ！



国
労
仙
台
地
本
工
務
協
議
会
は
９

月
１
７
日
、
地
方
本
部
に
於
い
て
安

全
問
題
に
関
す
る
分
会
代
表
者
会

議
を
開
催
し
、
職
場
実
態
を
出
し
合

い
全
体
で
討
論
を
行
っ
た
。

山
形
地
区
で
は

・
仙
山
線
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
撤
去
失
念
事

故
以
降
、
重
ダ
イ
ヤ
確
認
等
の
取

組
み
が
始
ま
っ
た
が
、
書
き
込
み
が

面
倒
な
の
で
最
近
で
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

・触
防
の
内
容
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
（
見
張
員
と
名
の
付
く
種
類

が
８
つ
も
あ
る
等
）

・
知
識
不
足
の
管
理
者
も
い
る
。
段

落
と
し
の
中
身
を
理
解
し
て
い
な
い

し
、
し
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。
（触
防

を
理
解
す
る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
）

・
Ｐ
会
社
で
は
、
触
防
に
違
反
す
る

と
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
・
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の

処
分
が
あ
る
。
そ
の
現
状
を
踏
ま
え

た
討
論
を
。

・仙
設
企
１
８
７
号
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー

プ
討
議
だ
け
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
作
成
は
な
い
。

仙
台
地
区
で
は

・
幹
総
の
事
故
情
報
で
、
現
場
の
実

態
と
違
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
き
た
。

（現
場
に
見
張
員
が
い
な
い
の
に
、
情

報
で
は
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

・
５
年
ぶ
り
に
保
線
に
帰
っ
て
き
た
。

触
防
が
何
な
の
か
も
分
か
ら
な
い
し
、

構
内
の
状
況
、
軌
道
回
路
等
も
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
会
社
は
構
内
連

絡
員
、
見
張
員
、
分
細
の
線
閉
責

任
者
等
に
指
定
し
て
き
て
い
る
。

・
仙
設
企
１
８
７
号
に
つ
い
て
は
、
拡

大
Ｃ
Ｓ
会
議
で
背
後
要
因
、
対
策

等
を
検
討
し
た
。

福
島
地
区
で
は

・巡
回
・調
査
・検
査
は
線
閉
で
行
っ

て
い
な
い
。
調
整
会
議
に
も
出
て
い
な

い
。

・
本
線
で
は
Ｔ
Ｃ
列
警
が
保
安
体
制

に
な
っ
て
い
た
が
、
現
所
長
が
Ｔ
Ｃ
列

警
が
保
安
体
制
と
い
う
の
は
誤
り
と

発
言
。

・
本
線
で
は
線
閉
を
取
れ
る
実
態
に

な
い
。

・
仙
設
企
１
８
７
号
に
つ
い
て
は
、
所

長
が
説
明
し
た
だ
け
。

郡
山
地
区
で
は

・
巡
回
は
磐
西
・
磐
東
線
で
は
線
閉
、

本
線
は
見
張
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

・Ｐ
会
社
で
分
岐
検
査
を
３
人
で
行
っ

て
い
た
。
偶
然
安
パ
ト
が
あ
り
、
見
張

員
を
た
て
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

（
現
場
に
見
張
員
は
い
た
が
、
見
張

員
の
服
を
着
て
い
な
か
っ
た
。
）
実
態

は
見
張
員
の
資
格
者
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
。

・
要
員
が
少
な
い
の
で
専
任
の
見
張

員
を
配
置
出
来
な
い
の
が
実
態
だ
。

・郡
山
構
内
は
経
験
が
な
い
と
見
張

業
務
は
出
来
な
い
。

・直
轄
で
触
防
を
守
っ
て
い
る
の
か
疑

問
だ
。

新
庄
地
区
で
は

・Ｍ
Ｔ
Ｔ
支
障
物
調
査
を
電
力
と
合

同
で
行
お
う
と
し
た
ら
、
見
張
体
制

で
は
駄
目
、
線
閉
で
な
い
と
出
来
な

い
と
言
わ
れ
た
。

・
仙
設
企
１
８
７
号
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
説
明
は
な
か
っ
た
。

☆
触
防
の
内
容
点
検
↓
用
語
が
難

し
く
な
い
か
。
手
続
き
が
大
変
で
な
い

か
。
保
安
体
制
に
無
理
は
な
い
か
。

★
大
構
内
で
の
責
任
者
・見
張
員
の

指
定
に
問
題
は
な
い
か
↓
現
場
を

良
く
知
ら
な
い
人
で
は
不
安
。

☆
総
合
巡
視
の
実
態
に
合
っ
た
保

安
体
制
↓
巡
視
だ
け
で
な
く
、
作
業

や
調
査
が
増
え
て
い
る
。

★
原
則
線
閉
↓
線
区
に
よ
っ
て
バ
ラ

バ
ラ
。

☆
線
閉
（
保
安
体
制
）
の
取
り
扱
い

は
↓
電
力
・信
通
と
保
線
と
で
は
考

え
方
が
違
う
。

★
Ｐ
会
社
の
保
安
体
制
に
問
題
は

な
い
か
↓
下
請
け
会
社
へ安
全
も
丸

投
げ
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

☆
Ｐ
会
社
の
保
安
要
員
は
↓
検
修

職
場
に
専
用
見
張
員
を
配
置
出
来

る
要
員
は
。
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保
安
体
制
〜

職
場
や
地
区
で
認
識
の
ズ
レ

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業
務

の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業
務

は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期
限
以

降
、
（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業

部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定
の

整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、
（
財
）

国
労
会
館
仙
台
事
業
部
で
取
り
扱
っ

て
き
た
業
務
の
残
り
に
つ
い
て
、

国
労
仙
台
地
方
本
部
で
引
き
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ
い

て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺
一
丁
目４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地
方

本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必

要
事
項
を
記
載
の
上
「
国
労
会
館

建
設
資
金
受
領
之
證
」
と
あ
わ
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

◇
信
通
で
分
岐
作
業
を
行
う
と
き

に
は
保
守
作
業
簿
、
保
線
は
線
閉

と
保
守
作
業
簿
。
安
全
に
関
す
る

こ
と
な
の
に
何
故
違
う
の
か
。

◆
絶
縁
継
目
箇
所
で
緩
ん
で
い

た
ボ
ル
ト
を
締
め
た
ら
短
絡
し

た
。
↓
緊
急
線
閉
を
取
る
の
が

面
倒
。

◇
メ
ン
テ
体
制
後
ト
ラ
ム
ス
の
デ
ー

タ
だ
け
で
は
仕
事
が
出
来
な
い
。

↓
現
場
に
行
こ
う
と
す
る
と
保

安
要
員
が
居
ら
ず
、
手
続
き
が

面
倒
。

◆
１
分
作
業
（
写
真
撮
り
、
現
場

調
査
、
ボ
ル
ト
締
付
け
等
）
で
は

保
安
体
制
の
手
続
き
が
面
倒
。

↓
調
査
・
検
査
は
見
張
体
制
で

よ
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
手
続
き

が
面
倒
。

◇
ル
ー
ル
を
守
る
と
効
率
が
落

ち
要
員
も
い
な
い
。
↓
保
安
体

制
を
確
立
す
る
た
め
に
内
務
は

超
勤
で
、
と
い
う
雰
囲
気
で
は

な
い
。

◆
会
社
の
出
し
た
ル
ー
ル
を
１

回
守
っ
て
み
る
。
↓
や
っ
て
み
て

会
社
へ
不
具
合
を
指
摘
す
る
こ

と
も
闘
い
。

◇
総
合
巡
視
の
あ
り
方
（
ボ
ル
ト

の
増
し
締
め
、
枝
切
り
、
調
査
等
）

↓
作
業
に
合
わ
せ
た
保
安
体
制

の
確
立
。

保
安
サ
ボ
は

許
さ
な
い
ぞ


